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施　策
平成17年度季節資金（夏季資金）のご案内
 山口県経営金融課
６月は男女雇用機会均等月間です
 山口労働局雇用均等室
「あじさいキャラバン」のご案内
 山口県地域振興部
■会員紹介…山口県美容業生活衛生同業組合
■全国先進組合事例

■景況動向

■中央会の動き

第57回中小企業団体全国大会のご案内

新会長に藤井寛氏を選任
第50回中央会通常総会を開催

商工中金との
「中央会提携ローン」を創設
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中央会の動き

新
会
長
に
藤
井
寛
氏
を
選
任

 

第
50
回
中
央
会
通
常
総
会
を
開
催

　

去
る
５
月
20
日
、
山
口
市
「
ぱ
る
る
プ

ラ
ザ
山
口
」
に
お
い
て
、
第
50
回
通
常
総

会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
２
９
３
名
（
委
任
状
含

む
）
を
は
じ
め
、
瀧
井
山
口
県
出
納
長
、

山
口
県
議
会
議
長
（
代
理　

吉
田
商
工
労

働
委
員
長
）
ほ
か
来
賓
12
名
の
出
席
を
頂

い
た
。

　

冒
頭
、
冨
永
会
長
よ
り
「
特
に
本
年
度

か
ら
は
、
市
場
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
た

な
付
加
価
値
を
創
出
す
る
中
小
企
業
を
支

援
す
る
た
め
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た
『
中

小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
』
に
基
づ
く

と
こ
ろ
の
、
中
小
企
業
や
組
合
、
大
学
等

が
幅
広
く
連
携
し
合
い
、
高
付
加
価
値
の

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
新
た
な
連

携
、い
わ
ゆ
る
『
新
連
携
』
に
対
し
て
も
、

連
携
組
織
の
専
門
支
援
機
関
と
し
て
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。
ま
た
本

年
度
、創
立
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

連
携
組
織
相
互
間
の
交
流
を
促
進
し
、
組

織
を
基
盤
と
し
た
中
小
企
業
の
安
定
的
な

成
長
発
展
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
、記
念
式
典
の
開
催
も
計
画
し
て
い
る
」

旨
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
瀧
井
出
納
長
及
び
吉

田
県
議
会
商
工
労
働
委
員
長
か
ら
祝
辞
を

頂
い
た
。

　

引
き
続
き
、
議
長
に
山
口
県
農
業
機
械

商
工
業
協
同
組
合
の
田
中
理
事
長
を
選
出

の
後
、
議
事
に
移
り
、
議
案
と
し
て
上
程

さ
れ
た
平
成
16
年
度
決
算
関
係
書
類
を
は

じ
め
、
平
成
17
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
（
案
）
の
承
認
な
ど
６
議
案
が
原
案
通

り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
３
期
半
７
年
に
亘
り
会
長
を
務

め
ら
れ
た
冨
永
会
長
の
退
任
に
伴
う
補
欠

選
挙
が
行
わ
れ
、
山
口
県
火
災
共
済
協
同

組
合
の
藤
井
理
事
長
が
６
代
目
の
会
長
に

選
任
さ
れ
た
。

平
成
17
年
度
事
業
重
点
事
項

１
．
中
小
企
業
連
携
組
織
に
対
す
る

支
援
の
強
化

２
．
現
地
巡
回
指
導
に
よ
る

組
合
等
の
活
性
化

３
．
新
連
携
、
創
業
、
経
営
革
新

等
に
対
す
る
支
援

４
．
中
小
企
業
労
務
管
理
対
策
へ
の

支
援

５
．
中
小
商
業
の
活
性
化

藤井新会長 冨永会長

瀧井出納長吉田県議会商工労働委員長
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〈
貸
出
対
象
者
〉

　

本
会
の
推
薦
を
受
け
た
組
合
の
組
合
員

で
、
次
の
要
件
を
備
え
る
も
の

　

①
業
歴
３
年
以
上
の
法
人

　

② 

申
込
時
点
で
商
工
中
金
と
取
引
が
な

い
こ
と

　

③
組
合
加
入
歴
３
年
以
上

　

④ 

既
往
の
取
引
金
融
機
関
か
ら
の
借
入

に
つ
き
、
延
滞
ま
た
は
返
済
緩
和
等

の
条
件
変
更
が
な
い
こ
と

※ 

本
貸
付
制
度
の
取
り
扱
い
に
際
し
て

は
、
推
薦
を
受
け
よ
う
と
す
る
組
合
が

商
工
中
金
に
所
属
し
て
い
な
い
場
合
、

所
属
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〈
資
金
使
途
〉
長
期
運
転
資
金

〈
貸
出
限
度
〉
１
社
あ
た
り

３
、０
０
０
万
円
以
内

〈
貸
出
利
率
〉

　

商
工
中
金
所
定
の
利
率
か
ら
０
・
１
％

優
遇
。
さ
ら
に
日
本
税
理
士
連
合
会
所
定

の
「
中
小
会
社
会
計
基
準
適
用
に
関
す
る

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」添
付
に
よ
り
０
・３
％

の
優
遇
。

〈
貸
出
期
間
〉
３
年
以
内
（
分
割
返
済
）

〈
担　
保
〉
原
則
、
無
担
保

〈
保
証
人
〉 
原
則
と
し
て
法
人
の
代
表
者

１
名

〈
中
央
会
に
よ
る
推
薦
要
件
〉

　

① 

組
合
に
お
い
て
金
融
事
業
を
実
施
し

て
い
な
い
こ
と

　

② 

組
合
運
営
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と

　

③ 

組
合
役
員
・
事
務
局
と
も
本
貸
付
制

度
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
こ
と

　

④
組
合
事
務
処
理
に
不
安
の
な
い
こ
と

　
　

 （
組
合
員
名
簿
の
作
成
と
賦
課
金
の

継
続
的
な
納
入
等
の
確
認
が
必
要
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　

☎
０
８
３

－

９
２
２

－

２
６
０
６

　
本
会
で
は
、
会
員
組
合
の
ご
要
望
を
踏
ま
え
、
中
小
企
業
者
の
資
金
調
達
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
に
つ
い
て
様
々
な
要
望
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
た
び
本
会
会
員
組
合

の
組
合
員
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
、
迅
速
な
手
続
き
に
よ
る
貸
出
商
品
に
つ
い
て
政
府
系

金
融
機
関
で
あ
る
商
工
中
金
と
連
携
し
取
り
扱
い
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
商
品
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
組
合
よ
り
傘
下
組
合
員
に
周
知
頂
き
、
組
合
員

か
ら
組
合
へ
制
度
の
内
容
照
会
あ
る
い
は
借
り
入
れ
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
組

合
事
務
局
よ
り
本
会
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。本
会
の
推
薦
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

商
工
中
金
と
の「
中
央
会
提
携
ロ
ー
ン
」を
創
設

いろんな問題を抱え込んで困っていらっしゃいませんか？

組合等何でも相談受付中！
　本会では、中小企業等協同組合及び任意グループ等で抱える様々な問題を解決するため、各種専門家に
よる個別相談事業を実施しています。（今年度は先着順で10件を予定しています。）専門家は、相談する内
容に応じて、弁護士、公認会計士、税理士、中小企業診断士、社会保険労務士などから選択することがで
きます。
　現在直面している問題、将来発生が予想される問題など早めの相談で対処していただければと思います。
ぜひご活用下さい。
【相談例】
　・組合員の債権回収について教えて欲しい
　・従業員の採用・解雇について教えて欲しい
　・ISOの認証取得について知りたい
　・コンピュータウイルスの対応策を知りたい
　・企業のＩＴ化促進について教えて欲しい
　・退職金共済制度、401Ｋについて知りたい
　・特許について知りたい　etc
【経費の目安】
　経費については、総経費の２／３を中央会が負担いたします。
　専門家の事務所等での在宅相談であれば5,000円程度、専門家を組合等もしくは構成企業へ派遣する場
合は、約10,000円が組合等の自己負担額とお考え下さい。
　※お寄せいただいた相談内容が、外部に出ることは一切ございません。
【お問い合わせ】
　山口県中小企業団体中央会 企画課まで　☎083－922－2606／Fax083－925－1860
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い
で
き
た
。（
現
在
、
適
正
化
規
程
は

廃
止
さ
れ
組
合
に
よ
る
料
金
、
営
業
方

法
等
の
制
限
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。）

美
容
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

　

美
容
師
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
10

年
４
月
か
ら
、
美
容
師
免
許
が
国
家
試

験
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
受
験
資
格
で

あ
る
養
成
施
設
の
入
学
資
格
が
原
則
と

し
て
高
卒
と
さ
れ
、
資
格
取
得
の
要
件

が
厳
し
く
な
る
な
ど
、
資
格
の
専
門
性

を
高
め
る
た
め
の
動
き
も
見
ら
れ
る
一

方
、
規
制
緩
和
に
よ
り
長
い
歴
史
の
中

で
築
き
上
げ
て
き
た
美
容
業
の
基
本
と

な
る
資
格
制
度
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な

る
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
る
と
す
る
意
見

も
あ
る
。

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の
対
応

　

消
費
者
の
美
容
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は

益
々
高
度
化
・
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、

ヘ
ア
ー
に
対
す
る
施
術
だ
け
で
な
く
、

メ
イ
ク
、
着
付
け
、
ネ
イ
ル
そ
し
て
接

遇
の
良
し
悪
し
等
、
美
容
業
が
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
は
多
岐
に
わ
た
る
と
共
に
、

施
術
内
容
も
一
層
高
度
な
も
の
が
要
求

特　　集金　　融

美
容
業
界
の
安
定
の
た
め
に

　

終
戦
後
、
美
容
業
は
比
較
的
に
安
定

し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
職
種
で
あ
っ
た

た
め
就
業
者
の
増
加
に
よ
る
過
当
競
争

に
陥
り
中
小
事
業
者
は
経
営
が
困
難
と

な
っ
た
。

　

そ
の
た
め
昭
和
31
年
に
「
環
境
衛
生

関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
」
が
成
立
し
、
翌
昭
和
32
年
に
当

組
合
は
設
立
さ
れ
た
。

　

組
合
で
は
組
合
員
の
健
全
な
営
業
が

阻
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
適
正

化
規
程
を
定
め
、
組
合
員
に
対
し
営
業

日
・
営
業
時
間
・
技
術
料
金
な
ど
の
制

限
を
課
す
こ
と
に
よ
り
過
当
競
争
を
防

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
組
合
で
は
カ
ッ
ト
や
メ
イ
ク

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
講
習
会
を
実
施

し
組
合
員
の
技
術
力
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。

　

今
年
度
は
平
成
17
年
６
月
19
日
㈰
に

山
口
県
美
容
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
が
岩
国

市
「
岩
国
市
民
会
館
」
大
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
、
カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ
ー
、
花
嫁

化
粧
着
付
、
ネ
イ
ル
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
洋

装
等
の
部
門
別
に
審
査
が
行
わ
れ
、
大

会
上
位
入
賞
者
は
、
全
国
大
会
へ
出
場

と
な
る
。

　

ま
た
、平
成
17
年
10
月
28
日
〜
31
日
、

第
43
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
が
山
口
県

で
開
催
さ
れ
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を

安
定
し
た
業
界
の
発
展
を
組
織
力
で

組
合
概
要

組
合
名　

 

山
口
県
美
容
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

理
事
長　
吉　

田　

笑　

子

住　
所　
吉
敷
郡
小
郡
町
下
郷

２
３
１
４

－

１

　

☎　
　
０
８
３

－

９
７
３

－

０
８
１
６

出
資
金　
８
、８
９
９
千
円

組
合
員
数　

１
、４
４
４
名

発
揮
す
る
場
と
な
る
。

　

吉
田
理
事
長
は
、「
美
容
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
が
組
織
力
を
発
揮

し
、
組
合
員
の
社
会
的
経
済
的
地
位
の

向
上
、
安
定
し
た
生
活
を
確
保
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。」
と
述

べ
た
。

山口県美容業生活衛生同業組合
http://www.axis.or.jp/~y-biyou/

吉田理事長

総　代　会

メイク講習会

会員紹介
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新潟住宅ネットワーク協同組合
http://www.chuokai-niigata.or.jp/jnc/

　

大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
他
社
地

場
工
務
店
と
の
競
争
に
勝
ち
残
っ
て

い
く
た
め
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
共

同
受
注
件
数
、
組
合
員
数
と
も
に
増

加
。

背
景
と
目
的

　

組
合
と
組
合
員
間
で
の
図
面
・
工

程
表
・
仕
様
書
・
発
注
書
の
受
け
渡

し
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
郵
送
で
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や

他
社
地
場
工
務
店
と
の
競
争
に
勝
ち

残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
電
子
デ
ー

タ
化
、
情
報
の
共
有
化
等
、
情
報
技

術
の
活
用
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
た
。

組
合
で
は
「
よ
り
よ
い
住
宅
を
・
よ

り
安
く
・
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
・

（
顧
客
の
要
望
を
）
よ
り
自
由
に
」

を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
て
そ
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

Ｉ
Ｔ
に
よ
る
事
業
革
新
の
内
容

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
①
受
発
注
業
務
の
電
子
取
引
、

②
図
面
・
仕
様
書
等
の
電
子
デ
ー
タ

交
換
、
③
建
築
現
場
進
捗
状
況
の
施

主
と
組
合
員
の
情
報
の
共
有
化
な
ど

を
行
っ
た
。
運
用
面
で
は
、
電
子
受

発
注
業
務
を
中
心
に
据
え
、
組
合
事

務
局
と
組
合
員
と
の
デ
ー
タ
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
組
合
が
発
注
す
る
工

事
の
情
報
は
組
合
員
側
で
瞬
時
に
取

り
こ
む
こ
と
が
で
き
る
。

成
果

　

Ｉ
Ｔ
活
用
の
結
果
、
組
合
員
の
取

引
の
円
滑
化
、
コ
ス
ト
削
減
、
事
務

執
行
の
迅
速
化
、
品
質
の
確
保
・
向

上
な
ど
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
ま

た
、
組
合
員
が
必
要
と
す
る
情
報
を

ウ
ェ
ブ
上
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、現
状
の
把
握
、

組
合
員
間
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
確

立
、
顧
客
へ
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

が
格
段
に
向
上
し
た
。

建
築
関
係
異
業
種
連
携
組
合
が

Ｉ
Ｔ
活
用
で
大
手
メ
ー
カ
ー
に
対
抗

組
合
概
要

組
合
名　

 

新
潟
住
宅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
同
組
合

設　
立　
平
成
12
年
７
月

住　
所　

 

長
岡
市
下
々
条
町

２
８
３
８

－

１

　

☎　
　
０
２
５
８

－

２
２

－

７
８
８
７

出
資
金　
９
９
０
万
円

組
合
員
数　

33
名

熊本市上通町三・四丁目商店街振興組合
http://www.kamitori.com

　

全
日
空
と
提
携
し
て
ソ
ニ
ー
系
の

電
子
マ
ネ
ー
「
Ｅ
ｄ
ｙ
」（
エ
デ
ィ
）

で
買
い
物
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
全

国
に
先
駆
け
て
開
始
。

背
景
と
目
的

　

平
成
10
年
３
月
に
ア
ー
ケ
ー
ド
、

歩
道
の
全
面
改
修
に
よ
る
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
実
施
し
た
。
工
事

期
間
中
の
来
街
者
減
少
へ
の
対
応
策

と
し
て
「
上
通
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
を

組
織
し
、
会
員
数
は
約
９
、５
０
０

名
と
な
っ
た
。
入
会
者
に
は
、
年
数

回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
案

内
、
指
定
店
舗
で
の
サ
ー
ビ
ス
等
の

特
典
が
受
け
ら
れ
る
が
、
更
な
る
会

員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
拡
充
策
と
し
て
、

平
成
15
年
10
月
よ
り
電
子
マ
ネ
ー
を

導
入
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

Ｉ
Ｔ
に
よ
る
事
業
革
新
の
内
容

　

Ｅ
ｄ
ｙ
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
使
っ
た
非

接
触
式
の
プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子
マ

ネ
ー
で
、
店
頭
の
端
末
に
軽
く
接
触

さ
せ
る
だ
け
で
支
払
い
が
で
き
、
小

銭
や
お
釣
り
の
や
り
取
り
が
不
要
で

あ
る
。
カ
ー
ド
へ
の
入
金
は
上
限
５

万
円
で
、
商
店
街
内
に
あ
る
専
用
の

入
金
機
を
使
っ
て
繰
り
返
し
使
用
で

き
る
。

成
果

　

Ｅ
ｄ
ｙ
カ
ー
ド
の
買
い
物
利
用
額

は
約
１
、８
０
０
万
円
、
入
金
額
は

２
、１
０
０
万
円
に
達
し
、
現
在
延

べ
約
１
３
０
店
の
加
盟
と
な
っ
て
い

る
。

全
国
初
‼　
電
子
マ
ネ
ー
商
店
街

組
合
概
要

組
合
名　

 

熊
本
市
上
通
町
三
・
四

丁
目
商
店
街
振
興
組
合

設　
立　
昭
和
52
年
６
月

住　
所　

 

熊
本
市
城
東
町
３

－

20

　

☎　
　
０
９
６

－

３
５
３

－

１
６
３
８

出
資
金　
3
4
3
万
円

組
合
員
数　

54
名

全国先進組合事例
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施　　策
　
平
成
17
年
度
季
節
資
金（
夏
季
資
金
）の
ご
案
内

山
口
県
経
営
金
融
課

１　
目　
　
的

　

夏
季
の
資
金
需
要
期
に
際
し
、
県
内

小
規
模
企
業
者
等
の
必
要
と
す
る
資
金

の
融
通
を
円
滑
に
し
て
経
営
の
安
定
を

図
る
。

２　
融
資
対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
小
規
模

企
業
者
及
び
組
合
。

　

な
お
、
小
規
模
企
業
者
を
除
く
中
小

企
業
者
に
あ
っ
て
も
、
山
口
県
信
用
保

証
協
会
の
保
証
を
付
し
、
当
該
資
金
の

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑴ 

夏
季
の
増
加
仕
入
資
金
を
必
要
と
す

る
も
の

⑵ 

夏
季
の
諸
決
済
資
金
（
支
払
手
形
、

買
掛
金
又
は
未
払
金
の
決
済
資
金
）

を
必
要
と
す
る
も
の

⑶ 

夏
季
ボ
ー
ナ
ス
支
給
資
金
を
必
要
と

す
る
も
の

３　
融
資
枠

　

１
３
０
億
円

４　
融
資
条
件

⑴
資
金
使
途
：
運
転
資
金

⑵
融
資
限
度
額
：

　

ア　

会
社
及
び
個
人　

８
０
０
万
円

　

な
お
、
融
資
対
象
者
が
不
況
業

種
に
属
す
る
事
業
を
営
ん
で
い
る
場

合
、
又
は
輸
出
関
連
中
小
企
業
者

で
あ
る
場
合
は
、
１
、
０
０
０
万
円

　

イ　

組
合　
　
　

４
、８
０
０
万
円

　

な
お
、
転
貸
の
場
合
は
、
４
、

８
０
０
万
円
又
は
８
０
０
万
円
に

組
合
員
数
を
乗
じ
て
得
た
額
の
い

ず
れ
か
低
い
額

⑶
融
資
利
率
：
年
１
・
６
％

　
（
保
証
無
の
場
合
は
年
１
・
９
％
）

⑷
保
証
料
率
：
年
０
・
93
％

　
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
等
に
該

当
す
る
場
合
は
年
０
・
65
％
）

⑸
償
還
期
間
：
５
か
月
以
内

⑹
償
還
方
法
：
原
則
と
し
て
一
括
償
還

⑺  

保
証
人
及
び
担
保
：
取
扱
金
融
機

関
、
山
口
県
信
用
保
証
協
会
所
定

の
方
法

５　
取
扱
金
融
機
関

６　
申
込
先

•

取
扱
金
融
機
関
（
県
内
本
支
店
）

•

山
口
県
信
用
保
証
協
会

☎
０
８
３

－

９
２
１

－

３
０
９
０

７　
融
資
取
扱
期
間

　

平
成
17
年
５
月
9
日
（
月
）
か
ら

　

平
成
17
年
８
月
31
日
（
水
）
ま
で

◆
銀　
　

行
◆

山
口
銀
行
、
広
島
銀
行
、
福
岡
銀
行
、

親
和
銀
行
、
十
八
銀
行
、
伊
予
銀
行
、

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
西
京
銀
行
、 

も
み
じ
銀
行

◆
信
用
金
庫
◆

岩
国
信
用
金
庫
、
東
山
口
信
用
金
庫
、

防
府
信
用
金
庫
、
山
口
信
用
金
庫
、 

吉
南
信
用
金
庫
、
宇
部
信
用
金
庫
、 

下
関
信
用
金
庫
、
萩
信
用
金
庫
、 

津
和
野
信
用
金
庫

◆
信
用
組
合
◆

山
口
県
信
用
組
合
、朝
銀
西
信
用
組
合
、

信
用
組
合
広
島
商
銀

◆
商
工
組
合
中
央
金
庫
◆

下
関
支
店
、
徳
山
支
店

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　

平
成
17
年
経
済
産
業
省

 

企
業
活
動
基
本
調
査

　

調
査
は
、
鉱
業
、
製
造
業
、
電
気
業
、

ガ
ス
業
、
情
報
通
信
業
、
卸
売
業
、
小
売

業
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
業
、
割
賦
金
融

業
、
一
般
飲
食
店
、
教
育
・
学
習
支
援
業

及
び
サ
ー
ビ
ス
業
に
属
す
る
事
業
所
を
有

す
る
従
業
員
50
人
以
上
か
つ
資
本
金
３
、

０
０
０
万
円
以
上
の
会
社
を
対
象
に
実
施

し
ま
す
。

調
査
時
点　
平
成
17
年
６
月
１
日
現
在

　

 （
指
定
統
計
第
１
１
８
号
と
し
て
第
12

回
の
調
査
）

調
査
単
位　
会
社
単
位

調
査
方
法　
郵
送

調
査
結
果

　

平
成
18
年
３
月
末
に
速
報
の
公
表
を
予

定
し
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
社

に
統
計
情
報
を
還
元
い
た
し
ま
す
。

※
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
調
査

に
対
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
中
国
経
済
産
業
局　

総
務
企
画
部
調
査
課

　
　

☎
０
８
２

－

２
２
４

－

５
６
３
３http://www.chugoku.

meti.go.jp/
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厚
生
労
働
省
で
は
、
昭
和
61
年
か
ら
６

月
を
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
」
と
定

め
、
職
場
に
お
け
る
男
女
均
等
に
つ
い
て

労
使
を
始
め
社
会
一
般
の
認
識
と
理
解
を

深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
は
第

20
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

山
口
労
働
局
に
お
い
て
は
、
第
20
回
男

女
雇
用
機
会
均
等
月
間
に
あ
た
り
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
女
性
労
働
者
の

能
力
発
揮
の
た
め
の
積
極
的
取
組
）
の
推

進
等
の
目
標
を
掲
げ
、
男
女
雇
用
機
会
均

等
推
進
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
特
別
活
動
を

実
施
し
ま
す
。

　

事
業
所
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
に

是
非
お
取
り
組
み
下
さ
い
。

１　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

２ 　
性
別
に
よ
ら
な
い
個
々
人
の
意
欲
、

能
力
、
適
性
に
基
づ
く
公
正
な
雇
用
管
理

３ 　
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
お
問
合
せ
、
記
事

内
に
掲
載
し
た
資
料
の
請
求
は
山
口
労
働

局
雇
用
均
等
室
ま
で
、お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　

☎
０
８
３

－

９
９
５

－

０
３
９
０

男
女
雇
用
機
会
均
等

推
進
セ
ミ
ナ
ー

日
時　
平
成
17
年
６
月
16
日

　
　
　

13
：
30
〜
16
：
00

会
場　
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ザ
山
口

　
　
　
（
山
口
市
熊
野
町
１

－

10
）

内
容

・ 
講
演
「
こ
れ
か
ら
の
人
材
活
用

－

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
考
え

方
」

　

 

横
河
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ク
リ
エ
イ
ト

株
式
会
社

　
　

人
財
開
発
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

西
嶋
美
那
子 

氏

・
活
躍
す
る
女
性
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

株
式
会
社
四
季
彩

　
　
営
業
開
発
部
長　

池
永 

知
代 

氏

　

 

帝
人
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ッ
フ

　

株
式
会
社

　
　

人
財
部
徳
山
事
務
グ
ル
ー
プ

小
田
奈
緒
美 

氏

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
８
３

－

９
９
５

－

０
３
９
０

６
月
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
で
す

私
の
本
気　
会
社
の
本
気　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
？

〜
均
等
法
も
20
歳
に
な
り
ま
し
た
〜

山
口
労
働
局
雇
用
均
等
室
　

政
府
で
は
、
６
月
１
日
〜
30
日
を
「
特

区
、
地
域
再
生
、
規
制
改
革
・
民
間
開
放

集
中
受
付
月
間
」
と
位
置
付
け
、
構
造
改

革
特
区
に
関
す
る
第
７
次
提
案
、
地
域
再

生
に
関
す
る
第
３
次
提
案
、
及
び
全
国
で

実
施
す
べ
き
規
制
改
革
・
市
場
化
テ
ス
ト

を
含
む
民
間
開
放
要
望
に
つ
い
て
、
地
方

公
共
団
体
、
民
間
企
業
等
か
ら
幅
広
く
受

け
付
け
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
山
口
県
周
南
市
に

お
い
て
「
あ
じ
さ
い
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
開

催
さ
れ
、
内
閣
府
の
職
員
が
こ
の
月
間
の

趣
旨
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共

団
体
、
民
間
企
業
等
か
ら
の
具
体
的
な
ご

提
案
、
ご
要
望
、
ご
質
問
を
受
け
る
個
別

の
相
談
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
時　
平
成
17
年
６
月
13
日
㈪

　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時

場
所　

 

周
南
市　

山
口
県
周
南
総
合
庁
舎

７
階　

会
議
室

内
容　
○ 

「
構
造
改
革
特
区
」、「
地
域
再

生
」
に
つ
い
て

　
　
　

○ 

「
規
制
改
革
・
民
間
開
放
」、「
市

場
化
テ
ス
ト
」
に
つ
い
て

　
　
　

○ 
提
案
や
制
度
等
に
関
す
る
個
別

相
談
会

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
地
域
振
興
部

　
　
　
　

地
域
政
策
課
地
域
企
画
班

　
　

☎
０
８
３

－

９
３
３

－

２
５
４
６

「
あ
じ
さ
い
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

開
催
の
お
知
ら
せ

山
口
県
地
域
振
興
部
地
域
企
画
班

組
合
の
ニ
ュ
ー
ス

　

昨
夏
、
越
ヶ
浜
中
学
校
の
敷
地
内
の
掘

削
で
湧
出
し
た
「
は
ぎ
温
泉
」
の
湯
を
こ

の
ほ
ど
市
内
８
箇
所
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
等

へ
配
湯
を
始
め
た
。
湧
出
場
所
に
温
泉
ポ

ン
プ
を
設
置
し
、
国
道
を
挟
ん
だ
一
角
に

50
ト
ン
タ
ン
ク
２
基
に
湯
を
貯
蔵
し
て
い

る
。
温
泉
の
成
分
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ナ

ト
リ
ウ
ム
・
ホ
ウ
酸
・
ラ
ド
ン
等
が
含
ま

れ
、
療
養
泉
と
し
て
医
療
的
な
効
果
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。

「
萩
温
泉
郷
」
デ
ビ
ュ
ー

は
ぎ
温
泉
配
湯
協
同
組
合◀はぎ温泉　温泉スタンド
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TOPICS

山口県中小企業団体中央会青年部
ホームページをリニューアル！

News & Pickup Voice
　行事の開催予告、開催結果、
その他新着情報等、 企業情報、
商品・サービスの紹介、企業が
ほしがっている技術・商品の情
報等を掲載していきます。

中央会青年部概要
　青年部の概要、活動履歴、規
約等を掲載しています。役員の
横顔や講演会の講演録などを見
ることもできます。

会員青年部紹介
　会員青年部の紹介をしていま
す。所属組合、青年部のホーム
ページにアクセスも出来ます。

　このたび、山口県中小企業団体中央会青年部のホームページをリニュー
アルしました。
　Business Bar “BLUE CRANE” は、青年部相互の交流並びにビジネス
関連情報が集まるサイトです。青年部の青（BLUE）と山口県の鳥ナベヅ
ルの鶴（CRANE）で、未来に向かって羽ばたく組合青年部、青年経営者
をイメージしています。
　下に紹介する様々な情報を提供していますのでアクセスしてみて下さい。

http://www.axis.or.jp/~seinenbu/

企業情報ＢＯＸ
　会員青年部に所属している企
業で自社ホームページをお持ち
の企業を紹介しています。どれ
も魅力的な企業・お店ばかりです。
一度アクセスしてみて下さい。

作ろう青年部！
　組合青年部の意義、組織、管理、
事業、財務などについて詳しく
説明しています。

スケジュール
　中央会青年部のスケジュール
を掲載しています。希望の会員
青年部には更新者用のパスワー
ドを提供しますので青年部のス
ケジュール表としてもご活用頂
けます。

〈コラム〉ツルのひと声
　青年部、組合関係者、各分野
専門家などからのコラムをお届
けします。
　まじめな内容、くだけた内容
なんでもありのノンジャンルで
すので肩の力を抜いてお読み下
さい。
　
ＬＩＮＫ
　ビジネスに役立つ情報のリン
ク集です。

退職金づくりは中央会の特定退職金共済で
　法律で定められた退職金支払いのための保全措置が講じられます。
掛　金　・掛金月額は従業員１人につき１口1,000円として30口までです。
　　　　・掛金のご負担は全額事業主負担です。
　　　　・掛金は全額損金または必要経費となります。
給付金　・給付金は直接従業員へ支払われます。
　　　　・給付金は「退職年金」と「退職一時金」のどちらかを選べます。
■お問い合わせ／委託機関
　山口県中小企業団体中央会　総務課　☎083－922－2606
　三井生命保険株式会社　下関営業部　☎0832－34－0721



9 山口県の中小企業

　

情
報
連
絡
員
と
は
、
山
口
県
内
の
組
合
の
中
か
ら
地

区
、
業
種
を
代
表
と
す
る
組
合
の
役
職
員
50
名
を
情
報

連
絡
員
に
委
嘱
す
る
制
度
で
す
。
情
報
連
絡
員
か
ら
毎

月
、
業
界
の
景
気
動
向
に
関
す
る
情
報
を
収
集
、
分
析

し
て
、
行
政
面
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
関
係
機

関
に
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
本
誌
の

景
気
動
向
（
参
照
Ｐ
10
〜
12
）
と
し
て
毎
月
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.axis.or.jp/

）
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
活
用
下
さ
い
。

　
山
口
県
の
情
報
連
絡
員

50
名
が
決
定
し
ま
し
た
！

平
成
17
年
度

業種別内訳一覧
業　　種 人数

食 料 品 4
繊 維・ 同 製 品 2
木 材・ 木 製 品 1
印 刷 1
窯 業・ 土 石 製 品 4
鉄 鋼・ 金 属 1
一 般 機 器 5
輸 送 機 器 1
そ の 他 製 造 業 1
製造業合計 20

卸 売 業 4
小 売 業 8
商 店 街 4
サ ー ビ ス 業 6
建 設 業 4
運 輸 業 4
非製造業合計 30
合　　計 50

業　　　種 № 組　　　合　　　名 役　職 氏　　名

製　
　
　
　
　
　
　
　
造　
　
　
　
　
　
　
　
業

食 料 品

1 山口県味噌醤油協同組合 専 務 理 事 松　田　洋　佑
2 ふるさと萩食品協同組合 事 務 局 長 中　澤　　　等
3 山口県菓子工業組合 理 事 長 倉　本　博　司
4 山口県パン工業協同組合 理 事 長 岩　本　秀　行

繊維・同製品
5 山口県テント工業組合 会 　 計 高　橋　清　水
6 西日本ソーイング事業協同組合 理 事 長 梅　森　公　司

木材・木製品 7 山口県木材協同組合連合会 専 務 理 事 森　田　勝　久
印 　 刷 8 山口県印刷工業組合 事 務 局 長 内　野　　　卓

窯業・土石製品

9 山口県生コンクリート工業組合 常 務 理 事 坂　本　民　樹
10 山口県土木用積ブロック協同組合 事 務 局 長 谷　岡　賢　司
11 山口県中部砕石協同組合 事 務 局 長 岡　田　利　之
12 山口県石材加工協同組合 理 事 長 中　村　重　雄

鉄 鋼・ 金 属 13 山口県鍍金工業組合 事 務 局 長 田　村　政　雄

一 般 機 器

14 長門鉄工業協同組合 理 事 長 向　上　健一郎
15 下関鋳造鉄工協同組合 事 務 局 池　田　龍　二
16 山口県金型技術協同組合 事 務 局 長 小　林　康　雄
17 新南陽鉄工団地協同組合 事 務 局 長 中　村　　　隆
18 柳井機械金属協同組合 事 務 局 長 新　明　　　實

輸 送 機 器 19 日立笠戸協同組合 専 務 理 事 浅　原　輝　好
その他の製造業 20 山口県畳工業組合 専 務 理 事 笹　川　　　満

非　
　
　
　

 　
　
　
製　
　
　
　
　
　
　
　
造　
　
　
　
　
　
　
　
業

卸 売 業

21 新下関卸団地協同組合 事 務 局 長 竹　中　勝　治
22 山口県流通センター卸事業協同組合 事務局次長 粟　谷　強　志
23 防府卸団地協同組合 理 事 長 山　野　信　夫
24 山口県製紙原料商工組合 理 事 長 礒　野　晶　則

小 売 業

25 協同組合小月優良店会 理 事 長 益　本　隆　雄
26 シーモールしものせき協同組合 事 務 局 長 瀬　川　弘　光
27 協同組合長門コミュニティータウン 事 務 局 長 長　瀬　賢　彦
28 山口県電器商業組合 専 務 理 事 細　川　谷　雄
29 山口県農業機械商工業協同組合 事 務 局 長 井　上　正　人
30 協同組合エースカード 専 務 理 事 岡　　　正　志
31 協同組合日専連徳山 理 事 長 石　田　丞　治
32 協同組合ベスト 事 務 局 長 広　田　正　弘

商 店 街

33 萩市田町商店街振興組合連合会 副 理 事 長 大　田　　　明
34 山口道場門前商店街振興組合 理 事 長 吉　松　昭　夫
35 岩国駅前本通商店街振興組合 専 務 理 事 黒　河　重　彦
36 宇部新天町名店街協同組合 理 事 長 美　澄　　　武

サ ー ビ ス 業

37 萩旅館協同組合 事務局主任 神　原　明　宏
38 山口県旅行業協同組合 専 務 理 事 宮　野　隆　行
39 協同組合レオン山口 理 事 長 梶　山　悌　祐
40 山口県屋外広告美術協同組合 理 事 長 窪　田　多實雄
41 山口県美容業生活衛生同業組合 理 事 長 吉　田　笑　子
42 情報ビジネスセンターやまぐち協同組合 理 事 長 海老澤　　　敬

建 設 業

43 長門建設業協同組合 専 務 理 事 深　田　正　明
44 柳井土木建設業協同組合 参 　 事 松　浦　繁　明
45 熊毛建設業協同組合 職 　 員 渡　辺　三枝子
46 山口県鉄構工業組合 事 務 局 長 野　村　文　弘

運 輸 業

47 まるは配送センター協同組合 理 事 長 活　田　年　章
48 山口県中部輸送事業協同組合 事 務 長 岡　　　信　夫
49 下松陸上運送業協同組合 事 務 局 長 田　村　敦　子
50 吉南物流協同組合 参 　 事 藤　井　順太郎

お知らせ
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景況動向

食
料
品

○
４
／
８
〜
10
、
萩
・
春
の
魚
ま
つ
り
は
、

桜
満
開
の
時
期
と
重
な
り
お
客
様
は
花

見
に
流
れ
、
来
館
数
は
昨
年
よ
り
少
な

め
で
約
３
万
人
（
３
日
間
合
計
）。
そ

の
後
、
平
日
の
売
上
水
準
が
例
年
よ
り

高
め
に
推
移
。
客
層
は
、
地
元
シ
ェ
ア

が
増
え
る
傾
向
で
、
市
内
飲
食
店
等
の

業
務
用
仕
入
れ
も
増
加
傾
向
。

 
 

（
食
料
品
製
造
業
）

窯
業
・
土
石
製
品

○
業
界
全
体
に
需
要
は
増
加
し
て
い
る
。

主
に
民
需
が
中
心
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
、
工
場
の
設
備
投
資
な
ど
に
動
き
が

出
て
き
た
も
の
。

 
 

（
セ
メ
ン
ト
・
同
製
品
製
造
業
）

○
組
合
員
の
約
30
％
が
高
齢
化
で
後
継
者

が
い
な
い
現
状
。 

（
石
工
品
製
造
業
）

一
般
機
器

○
山
口
県
毒
物
劇
物
危
害
防
止
対
策
協
議

会
で
は
、
毒
劇
物
が
テ
ロ
や
犯
罪
な
ど

の
不
正
な
目
的
に
利
用
さ
れ
る
の
を
防

ぐ
た
め
、
安
全
・
保
管
管
理
等
の
徹
底

を
計
る
よ
う
推
進
し
て
い
る
。

 
 

（
特
殊
産
業
用
機
械
器
具
製
造
業
）

輸
送
機
器

○
今
年
上
期
は
、
車
輌
部
門
に
つ
い
て
は

減
少
傾
向
が
見
込
ま
れ
、
半
導
体
部
門

に
つ
い
て
は
、
市
場
の
低
迷
が
続
き
受

注
の
落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
る
。
全
般

的
に
は
、
今
年
度
は
、
先
行
の
見
通
し

は
あ
る
も
の
の
低
迷
状
態
が
続
く
も
の

と
思
わ
れ
る
。

 
 

（
鉄
道
車
両
・
同
部
分
品
製
造
業
）

そ
の
他
の
製
造
業

○
僅
か
な
が
ら
好
調
の
店
も
あ
る
が
、
下

請
業
者
の
場
合
、
受
注
に
追
わ
れ
な
が

ら
単
価
が
安
く
、
採
算
上
問
題
が
あ
る

月次景況調査結果
平成17年４月期

全国
山口

－80

－70

－60

－50

－40

－30

－20

－10

0

㈪H16.5 6 7 8 9 10 11 12 H17.1 2 3 4

（DI）

－28.8
－32.8

■業界の景況－業種別－■ ■業界の景況の推移－全国平均との比較－■
業　　　種 景況（DI値）

製

造

業

食 料 品 1

繊 維・ 同 製 品 1

木 材・ 木 製 品 5

印 　 刷 1

窯 業・ 土 石 製 品 3

鉄 鋼 ・ 金 属 5

一 般 機 器 2

輸 送 機 器 5

そ の 他 の 製 造 業 3

非
製
造
業

卸 売 業 1

小 売 業 1

商 店 街 1

サ ー ビ ス 業 1

建 設 業 1

運 輸 業 3

※DI値（前年同月比）＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）/調査対象組合］╳100
（上表、グラフについては、情報連絡員50名の他に、中央会が聞き取り等で集めた30組合のデータが加算されています。）

30以上5　　10以上30未満4　－10以上10未満3
－30以上－10未満2　　－30未満1

　

情
報
連
絡
員
と
は
、
山
口
県
内

の
組
合
の
中
か
ら
地
区
、
業
種
を

代
表
す
る
組
合
の
役
職
員
50
名
を

情
報
連
絡
員
に
委
嘱
す
る
制
度
で
す
。

情
報
連
絡
員
か
ら
毎
月
、
業
界
の

景
気
動
向
に
関
す
る
情
報
を
収
集
、

分
析
し
て
、
行
政
面
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
に
情

報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
会（http://w

w
w
. 

axis.or.jp/chuokai/

）
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
情
報
連
絡
員
報
告
】
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よ
う
だ
。
公
務
員
、
学
生
等
の
転
居
に

よ
る
補
修
工
事
に
よ
る
多
忙
な
店
も
あ

る
よ
う
だ
。 

（
畳
製
造
業
）

卸
売
業

○
輸
出
価
格
が
若
干
下
が
り
気
味
。
国
内

メ
ー
カ
ー
も
商
品
に
よ
っ
て
は
在
庫
が

多
く
な
り
、
購
入
調
整
も
で
て
い
る
。

在
庫
も
若
干
だ
が
上
昇
し
て
い
る
よ
う

だ
。

 
 

（
防
府
市
）

小
売
業

○
優
越
量
販
店
の
攻
勢
が
強
く
な
り
、
量

販
店
グ
ル
ー
プ
の
協
議
会
が
解
散
決
定

す
る
な
ど
、
家
電
小
売
業
界
の
構
図
が

変
化
し
、
地
域
店
の
存
続
問
題
や
不
当

表
示
の
横
行
な
ど
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

 
 

（
電
器
小
売
業
）

商
店
街

○
観
光
ミ
ッ
ク
ス
型
商
店
街
へ
の
再
開
発

を
、
行
政
、
会
議
所
、
商
店
街
で
進
行

中
で
あ
る
が
、こ
の
度
、ア
ク
セ
ス
（
商

店
街
へ
の
）
道
、
駐
車
場
の
調
査
事
業

を
終
え
、
今
後
中
心
商
店
街
活
性
化
事

業
実
施
に
向
け
一
歩
前
進
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
４
月
度
の
市
議
会
に
お
い
て

建
設
に
向
け
た
予
算
審
議
が
な
さ
れ
る
。

 
 

（
萩
市
）

サ
ー
ビ
ス
業

○
前
年
度
決
算
結
果
を
踏
ま
え
て
、
今
月

は
営
業
活
動
を
重
視
す
る
企
業
が
大
半
。

年
度
初
め
と
い
う
こ
と
で
、
顧
客
先
の

組
織
変
更
な
ど
で
需
要
が
好
調
で
あ
っ

た
。
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
個
人
情
報

保
護
法
に
関
し
て
の
需
要
は
あ
ま
り
大

き
な
動
き
は
出
て
い
な
い
。
業
界
の
み

な
ら
ず
、
一
般
の
中
小
企
業
の
取
り
組

み
は
遅
れ
て
い
る
。（
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
）

建
設
業

○
端
境
期
で
、発
注
は
な
い
。
前
年
度
は
、

県
工
事
分
は
予
想
を
少
し
上
回
っ
た
が
、

市
工
事
分
は
減
少
し
、
総
体
的
に
は
減

少
で
あ
っ
た
。 
（
長
門
市
）

運
輸
業

○
燃
料
の
値
上
り
が
５
月
も
予
想
さ
れ
、

荷
主
企
業
に
対
し
収
受
運
賃
の
交
渉
も

転
嫁
は
難
し
い
状
況
。
当
組
合
は
、
Ｅ

Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
事
業
の
認
可
を
受

け
て
い
る
が
、
一
般
運
輸
事
業
者
は
高

速
利
用
割
引
に
つ
い
て
経
費
増
の
感
が

あ
る
。 

（
下
関
市
）

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

山
口
県
に
お
け
る
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

出
荷
量
は
、
ピ
ー
ク
時
で
あ
っ
た
平
成

８
年
度
の
２
３
７
万
㎥
か
ら
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
、
昨
年
度
は
１
５
６
万
㎥

と
な
り
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
需
要
が
大

き
く
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

需
要
の
拡
大
に
努
め
て
い
く
ほ
か
、
工

場
の
集
約
化
や
取
引
関
係
の
改
善
等
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
近
、熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

健
康
の
た
め
に
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
に

通
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
に

も
熱
中
し
て
い
ま
す
。

組
合
で
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で

す
か
？

　

意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
等
の
研
修
会
の

開
催
や
技
術
に
対
す
る
情
報
提
供
・
収

集
等
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
品
質

管
理
監
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
山
口

県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
管
理
監
査
会

議
の
も
と
、
厳
し
い
監
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
更
な
る
監
査
制
度
の
充
実
・

改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

組
合
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
ど
う
ぞ
！

　

当
工
業
組
合
は
、
産
官
学
体
制
に
よ

る
全
国
統
一
基
準
に
基
づ
く
「
品
質
管

理
監
査
制
度
」
を
重
要
な
事
業
の
柱
に

位
置
付
け
、
行
政
機
関
、
関
係
業
界
の

信
頼
に
応
え
て
行
く
た
め
に
、
更
に
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
向
上
に
努
め
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
当
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
こ
ま
め
に
更
新

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
下

さ
い
。

　

http://www.axis.or.jp/ ~ya-nam
a/

坂本連絡員
（山口県生コンクリート工業組合　専務理事）

情
報
連
絡
員
の

業
界
の

声！

オーナー向け意識啓発セミナー
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産 業
賃　　　金 労 働 時 間 数 及 び 雇 用 労 働 異 動

現金給与
総　　額

所 定 内
給　　与 出勤日数 総実労働

時　　間
所 定 内
労働時間

所 定 外
労働時間

月末常用
労働者数

パートタイム
労働者比率 入職率 離職率

円 円 日 時間 時間 時間 人 ％ ％ ％

調 査 産 業 計 260,795 233,453 20.1 152.7 142.7 10.0 447,863 25.6 2.49 2.34

建 設 業 320,137 301,553 21.5 172.3 162.3 10.0 39,058 6.9 0.55 0.46

製 造 業 306,907 255,235 20.2 166.8 148.9 17.9 98,513 11.3 1.96 1.40

電気・ガス・熱供給・水道業 408,068 361,659 19.6 161.3 145.9 15.4 2,970 2.3 1.12 0.37

情 報 通 信 業 351,370 292,317 18.7 167.4 144.8 22.6 4,809 14.8 0.08 1.66

運 輸 業 270,702 228,766 20.6 172.1 150.2 21.9 31,101 6.0 1.15 0.54

卸 売 ・ 小 売 業 179,822 165,916 19.8 136.0 131.5 4.5 88,130 53.2 5.45 4.09

金 融 ・ 保 険 業 322,864 294,268 19.9 154.1 146.9 7.2 11,098 2.7 0.55 3.20

事業所規模５人以上

 毎月勤労統計地方調査結果   平成17年３月－山口県統計課

■対象となる方
　・経営革新を目指し、ＩＴの利活用を図る中堅・中小企業の経営者等
　・経営革新を目指し、ＩＴの利活用を図る中堅・中小企業の経営者等を支援したいとお考えの方
　
■支援内容
　ＩＴ経営応援隊（中小企業の経営改革をＩＴの活用で応援する委員会）とは、経営革新を目指し、ＩＴの
利活用を図る中堅・中小企業の経営者等を応援するための委員会です。
　ＩＴ経営応援隊及び経済産業局単位で設置された地域ＩＴ経営応援隊より、ＩＴ経営に対する気づきから、
実践に至るまでの課程に応じた情報や支援環境の提供を受けることができます。

【ＩＴ経営応援隊】の事業
　◆ 中堅・中小企業向けＩＴ経営教科書等の作成・普及
　◆ ＩＴ経営百選選出企業の事例集作成・普及
　◆ ＩＴ経営百選選出企業によるＩＴ化事例発表会
　◆ ＨＰ等による情報発信事業
　◆ 経営者研修会
【地域ＩＴ経営応援隊】の事業
　◆ 中堅・中小企業向けＩＴ経営事例発表会
　◆ 中堅・中小企業向けＩＴ成熟度診断事業
　◆ 地域における情報発信事業
　◆ その他、地域の特性に応じたプロジェクト等

■ご利用方法
次のホームページに掲載される各事業の連絡先または下記にお問い合わせ下さい。
ＩＴ経営応援隊HP　http://www.itouentai.jp/
経済産業省　情報処理振興課　☎03-3501-2646

IT経営応援隊（CIO育成・活用型企業経営革新促進事業）施策シリーズ①

　中堅・中小企業の経営者の方々は、経営革新を目指す際に必要となるITの利活用に関する情報や支援環境
の提供を受けることができます。
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　５月３～５日、みどり
の風協同組合が主催する
「はらっぱまつり」が開
催され、多くの家族連れ
で賑わいました。

山口県中央会の全国大会参加ツアー
～人気の小樽散策と札幌・登別温泉の旅～

平成17年９月１４日㈬
　宇部空港集合9:00／出発9:45→（羽田空港乗り継ぎ、機
内で昼食弁当）→新千歳空港着13:30→貸切バスで移動→
小樽自由散策15:10～17:00【小樽オルゴール堂、北一硝子、
六花亭などでショッピング、石原裕次郎記念館もおすすめ
です】→札幌市のホテル着18:00頃（宿泊）〈到着後自由・
夕食自由（１泊朝食・シングル利用）〉

平成17年９月１５日㈭
　ホテル出発8:00→札幌ドーム（8:30着）全国大会参加
（10:00～13:00）→貸切バス・市内観光【大通り公園、時
計台、旧道庁】→大倉山ジャンプ台・ウィンタースポーツ
ミュージアム見学15:00頃～16:00【札幌冬季オリンピック
をはじめウィンタースポーツの歴史を紹介、各スポーツの
疑似体験コーナーも楽しめます。大倉山ジャンプ台のリフ
トは各自ご自由にお乗りください】→登別温泉：登別グラ
ンドホテル着17:30頃（宿泊）〈参加者による懇親会（１泊
２食・ツイン利用）〉

平成17年９月１６日㈮
　ホテル出発8:00→貸切バスで移動→昭和新山【昭和18年
のどかな田園地帯に突然の地震数回にわたる爆発と隆起に
よって誕生】→洞爺湖【静かな洞爺湖畔を散策】→白老ア
イヌ民俗資料館【アイヌの生活を紹介】→ホテル日航千歳
着13:00～14:10<昼食：バイキング>→新千歳空港発15:30→
（羽田空港乗り継ぎ）→宇部空港着20:00 解散

第57回中小企業団体全国大会のご案内
～北の大地で誓おう　フロンティア精神　組織の力～

　「北の大地で誓おう フロンティア精神 組織の力」をキャッ
チフレーズとした第57回中小企業団体全国大会が下記の日
程で開催されます。
　当会独自の参加ツアーを計画しましたので、多数ご参加
頂きますようご検討下さい。

■日　時　　平成17年９月15日㈭　10：30～13：00
■場　所　　北海道札幌市『札幌ドーム』
■申込み・お問い合わせ
　山口県中小企業団体中央会　総務課　☎083－922－2606

表紙写真
－船方農場－
（阿東町）



　組合に入って２

年目を迎え、事務

全般を担当してい

る川口さん。

　「フラメンコを

３年やっていまし

た。今はアロマテ

ラピーに興味があ

ります。」とのこと。

　組合のＰＲをお

願いしたところ、

「昨年、交流施設

“街あい”がオープンし、多くの方に利用していただいてお

ります。また、銀座だけでなく徳山駅前商店街全体で、青年

部を中心として“えびす市”を毎月第４土曜日に開催してい

ます。中心市街地の多様な施設のご利用やショッピング、季

節のお祭りへのご参加等たくさんのお越しをお待ちしており

ます。」と笑顔で語ってくれました。

編集・発行
山口県中小企業団体中央会

〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　　Fax 083-925-1860

E-mail  ycdc@axis.or.jp
http://www.axis.or.jp/
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